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　全国ジュニア（１４歳以上１９歳未満）でトップクラスのスピードスケート選手２４３人が、１月１２日から１４日

の３日間、恵那スケート場で競い合いました。市内からは、中京高校３年の光岡知成さん（写真）を含む４

選手が出場。また、市内の小学校の児童約１,０００人も観戦に訪れ、大きな声援を送っていました。



永
続
的
な
市
の
経
営
を
目
指
す

引
き
続
き
経
営
と
協
働
で
改
革
を

【
今
ま
で
の
主
な
改
革
の
成
果
】

１
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

・
普
通
会
計
職
員
を
１
３
１
人
削
減

・
公
共
施
設
を
２５
施
設
削
減

・
給
食
セ
ン
タ
ー
、
廃
棄
物
処
理
施
設
、
火

葬
場
な
ど
の
施
設
の
統
廃
合

・
１
１
９
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

・
選
挙
投
票
所
を
４２
カ
所
へ
統
合

２
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上

・
一
部
の
業
務
で
窓
口
を
４５
分
間
延
長

３
変
革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
と

組
織
改
革

・
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

・
人
事
評
価
制
度
を
本
格
実
施

４
市
民
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
市
民
参
画
の

促
進

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
使
っ
た
情
報
発

信
の
充
実

５
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ス

テ
ム
の
確
立

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
を
策
定
、
協
働

事
業
を
累
計
で
１５
事
業
実
施

こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
状
況
が
よ
り
厳
し

く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
主
権
の
動
き
の
具
体
化
に
よ
っ
て
、

今
後
の
市
は
、
自
ら
の
判
断
で
決
定
し
、
実

行
し
て
い
く
分
権
型
の
自
治
体
に
変
わ
っ
て

い
く
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
永
続
的
な
自
治
体
経
営
を
目
指
し
、

自
立
と
自
己
決
定
の
考
え
方
を
基
本
に
運
営

し
、
市
民
に
開
か
れ
た
新
し
い
市
役
所
へ
、

転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
の
市
役
所
。
仕
事

の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
、
事
務
事
業
に
優

先
順
位
を
付
け
目
標
管
理
を
行
う
「
経
営
」

的
な
発
想
や
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と

「
協
働
」
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

く
仕
組
み
を
、
今
ま
で
以
上
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
行
財
政
改
革
審
議
会
は
、
お
と
と
し
の
１２
月
２１
日
に
市
長
か
ら
「
第
２
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
つ

い
て
、
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
、
５
回
の
会
議
や
地
域
懇
談
会
で
の
説
明
、
市
民
か
ら
の
意
見

聴
取
を
経
て
、
昨
年
１２
月
１０
日
に
小
椋
一
郎
会
長
が
市
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
第
２
次
行
財

政
改
革
大
綱
と
行
動
計
画
は
、
来
年
度
か
ら
の
５
年
間
、
市
の
経
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
経
営
管
理
係
（
内
線
３
３
２
）

新
し
い
行
革
が
始
ま
る

　
行
財
政
改
革
を
実
現
し
て
い
く
に
当
た

っ
て
、
引
き
続
き
「
経
営
」
と
「
協
働
」
に

よ
る
改
革
を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
改
革
の
柱
を
市
行
財

政
改
革
大
綱
で
定
め
、
効
果
的
な
改
革
の
実

行
に
取
り
組
み
ま
す
。

目
標
管
理
の
仕
組
み
を
導
入

　

今
後
、
歳
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
く
見

込
み
の
中
で
は
、
全
体
的
な
最
適
を
考
え
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
効
率
的
に
経

営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

目
的
を
き
ち
ん
と
定
め
て
、
そ
れ
を
達
成
す

る
た
め
に｢

誰
が｣

「
何
を
」「
い
つ
ま
で
に
」

「
ど
の
程
度
ま
で
」
行
う
の
か
具
体
的
な
目

標
を
立
て
ま
す
。

　

さ
ら
に
目
標
が
達
成
で
き
た
の
か
、
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

な
ぜ
な
の
か
を
検
証
し
ま
す
。
そ
し
て
、
目

的
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
実
現
不
可
能
に
な

っ
た
り
し
た
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
役
割
を

終
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
見
直
し
て
い
く

と
い
う
仕
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

財
政
面
に
お
け
る
歳
入
の
維
持
や
確
保

は
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
市
税
な
ど
の
滞
納

対
策
、
未
利
用
資
産
の
有
効
活
用
や
広
告
収

入
の
確
保
な
ど
、
収
入
確
保
策
を
地
道
に
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
は
、
平
成
１８
年
２
月
に
、
市
行
財
政
改

革
大
綱
と
市
行
財
政
改
革
行
動
計
画
を
策
定

し
、
５
年
間
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

取
り
組
み
の
金
銭
的
な
効
果
額
は
、
平
成

１８
年
度
か
ら
２１
年
度
ま
で
の
累
計
で
約
４３
億

円
。
平
成
２２
年
度
の
試
算
額
２３
億
円
を
加
え

る
と
、
約
６６
億
円
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
で
捻

出
し
た
お
金
を
、
子
ど
も
福
祉
医
療
費
助
成

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
小
中
学
校
の
耐

震
化
な
ど
の
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
の
市
は
、
財
政
規
模
や
職
員

数
、
公
共
施
設
の
数
な
ど
、
行
政
体
と
し
て

の
規
模
が
同
じ
く
ら
い
の
人
口
の
他
市
と
比

べ
て
、
ま
だ
ま
だ
大
き
い
状
況
で
す
。

開
か
れ
た
新
し
い
市
役
所
へ

　

市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
こ
の
５
年

間
で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
さ
ら
に
進
み
、
１５
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
で
、
税
収
減
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
市
町
村
合
併
の
財
政
上

の
特
例
が
、
平
成
３１
年
度
で
終
期
を
迎
え
る

第
２
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
が
決
定

市
民
組
織
の
力
を
生
か
す

　

世
の
中
の
変
化
に
伴
い
、
市
民
が
市
の
サ

ー
ビ
ス
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
高
度

化
し
て
い
ま
す
。そ
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

市
だ
け
で
全
て
対
応
す
る
こ
と
は
、
量
的
に

も
質
的
に
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
し
か
対
応
で
き
な

い
も
の
か
ら
、
市
民
活
動
団
体
、
地
域
自
治

区
内
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

公
益
法
人
、
民
間
企
業
で
対
応
で
き
る
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
な
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
協
働

の
考
え
方
に
よ
り
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー

ビ
ス
が
、
適
切
な
負
担
と
受
益
の
も
と
に
提

供
さ
れ
る
市
民
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

行
動
計
画
で
目
的
を
実
現

　

行
財
政
改
革
行
動
計
画
は
、
大
綱
の
目
的

を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

定
め
た
も
の
で
す
。
特
に
目
標
は
、
取
り
組

む
内
容
と
目
標
時
期
を
示
し
、
達
成
状
況
を

で
き
る
だ
け
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
動
計
画
の
取
り
組
み
は
五
つ
の
柱
に
分

か
れ
、
そ
の
柱
ご
と
に
基
本
目
標
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
行
動
計
画
は
、
次
ペ
ー
ジ
か

ら
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

▲協働事業で運行されている中野方町の「おきもり」。雪道の中、中野方保育園児との交流会へ向かう方々を送迎した。高齢者
など交通弱者にとって、貴重な移動手段となっている

▲可知市長に答申書を手渡す小椋会長㊥と山本副会長
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五
つ
の
柱
と
基
本
目
標
で
改
革
促
進

の
立
場
に
立
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

職
員
の
意
識
改
革
を
促
す
取
り
組
み
と
し

て
、
職
員
提
案
制
度
の
改
善
と
エ
コ
意
識
の

向
上
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
と
社
会

規
範
を
守
る
こ
と
）
の
徹
底
を
行
い
ま
す
。

人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
組
織
目
標
と
人
事

評
価
制
度
を
一
体
的
に
運
用
し
、
引
き
続
き

「
目
標
管
理
に
よ
る
経
営
」
を
実
行
し
ま
す
。

　

国
と
地
方
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
時

代
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と
、
行
政
経

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
組
織
目
標
５
段
階
で
Ｃ
以
上
の
割
合
９５
㌫

以
上

　

職
場
風
土
改
革
や
意
識
改
革
を
進
め
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
長
が
、
そ
の
使

命
や
特
性
を
考
え
た
組
織
目
標
を
設
定
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
組
織
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
各
個
人
は
、
目
標
管
理
シ
ー
ト
で
目
標

を
設
定
し
ま
す
。

　

改
革
へ
向
け
た
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

各
部
課
長
は
、
進
行
管
理
を
行
い
目
標
管
理

に
よ
る
経
営
を
行
い
ま
す
。

　

組
織
目
標
で
は
、
そ
の
達
成
状
況
を
Ａ
か

ら
Ｅ
の
５
段
階
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
の
Ａ
（
目
標
を
大
き
く
上
回
る
実

績
）、Ｂ（
目
標
を
や
や
上
回
る
実
績
）、Ｃ（
目

標
ど
お
り
の
実
績
）
の
３
つ
の
合
計
で
９５
㌫

以
上
を
目
指
し
ま
す
。

０１
職
場
風
土
改
革
と
意
識
改
革

●
職
員
の
自
発
的
な
勉
強
会
や
自
己
研
修
の

奨
励
《
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
１
年
に
１
テ
ー

マ
以
上
、
自
主
勉
強
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
く「
自
主
的
な
研
修
」

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
》

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
《
平
成
２３
年

度
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
指
針
を
策
定

し
ま
す
。
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
職
務
に
対
し
て
誇
り
を

持
て
る
職
員
を
養
成
し
ま
す
》

●
職
員
提
案
制
度
の
改
善

●
エ
コ
意
識
の
向
上

●
市
民
と
の
協
働
活
動
の
場
へ
の
職
員
参
加

を
奨
励
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動

な
ど
、
市
民
と
の
協
働
活
動
の
場
へ
職
員
も

市
民
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
協

働
に
つ
い
て
、
身
を
も
っ
て
学
び
ま
す
》

０２
人
事
管
理
と
人
材
育
成

●
人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
《
平
成
２３
年
度

　

引
き
続
き
、
幹
部
職
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
、
職
員
が

市
長
の
代
理
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
市
民

に
評
価
基
準
を
見
直
し
、
評
価
制
度
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
任
用
、
昇
給
、
給
与
な
ど

に
評
価
結
果
を
反
映
し
ま
す
。
ま
た
、
人
材

育
成
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
》

●
職
員
給
与
の
適
正
化
《
人
事
評
価
結
果
を

給
与
な
ど
に
反
映
さ
せ
、
給
与
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
技
能
労
務
職
の
給
料
表

の
一
本
化
を
進
め
ま
す
》

●
職
員
研
修
制
度
の
充
実

０３
組
織
改
革

●
効
率
的
な
組
織
機
構
の
構
築
《
地
域
主
権

や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
変
化
に
対
応

し
、
主
要
課
題
に
対
応
で
き
る
効
率
的
な
組

織
を
構
築
し
ま
す
》

ど
運
営
形
態
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
議
検
討
し
な
が
ら
方
針
を
決
定
し
て
い
き

ま
す
》

●
保
育
園
の
統
合
《
１
町
１
園
の
方
針
に
基

づ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
、

統
合
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
》

●
放
送
施
設
の
統
廃
合

●
福
祉
関
連
施
設
の
統
合
の
検
討

●
商
工
や
土
木
関
連
施
設
の
移
譲
と
廃
止

●
消
防
団
器
具
庫
の
統
廃
合

●
教
員
住
宅
の
廃
止

●
体
育
関
連
施
設
の
廃
止

０４
公
共
施
設
の
効
率
的
な
運
営

●
保
育
園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
《
保

護
者
に
制
度
導
入
の
年
次
計
画
を
示
し
、
理

解
を
求
め
な
が
ら
実
施
可
能
な
園
か
ら
導
入

を
進
め
ま
す
》

●
保
育
園
と
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
《
市
内

の
就
学
前
の
児
童
に
、
均
し
く
教
育
と
保
育

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
全
て
の
保
育
園

と
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
を
進
め
ま
す
》

●
介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
ま
わ
り
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
を
含
め
た
運
営
形
態
の
検
討

●
農
林
関
連
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
《
運
営
形
態
に
つ
い
て
、
直
営
か
指
定
管

理
者
制
度
導
入
か
協
議
検
討
を
行
い
、
方
針

を
決
定
し
ま
す
》

●
地
区
公
民
館
と
市
民
会
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
《
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
や
生
涯

学
習
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
運
営
形

態
に
つ
い
て
、
直
営
か
指
定
管
理
者
制
度
導

事
業
の
改
革
改
善
に
つ
な
げ
る
外
部
評
価
を

実
施
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
平
成
２７
年
度
の
財
政
規
模
２
４
５
億
円

　

財
政
の
目
標
と
し
て
、
平
成
２７
年
度
の
一

般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
を
２
４
５
億
円
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
の
財
政
特
例
の
な
く

な
る
平
成
３２
年
度
に
は
約
２
２
０
億
円
に
縮

減
し
て
、健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

０１
歳
入
の
維
持
確
保

●
広
告
収
入
の
確
保
《
新
し
い
自
主
財
源
と

し
て
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
紙
、
市
封

筒
な
ど
の
広
告
収
入
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
》

●
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

●
滞
納
処
分
の
強
化

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

０２
人
件
費
な
ど
の
見
直
し

●
職
員
定
数
の
適
正
化
《
平
成
２２
年
４
月
１

日
現
在
で
８
０
２
人
の
職
員
総
数
を
、
平
成

２７
年
４
月
１
日
現
在
で
７
６
７
人
に
な
る
よ

う
に
職
員
定
数
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
》

●
各
種
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
の
委
員
報
酬

の
見
直
し

●
時
間
外
勤
務
手
当
の
縮
減

０３
公
共
施
設
の
移
譲
と
統
廃
合

●
地
域
集
会
施
設
や
福
祉
関
連
施
設
、
農
林

関
連
施
設
の
移
譲
と
廃
止
《
主
に
利
用
者
が

限
定
さ
れ
る
よ
う
な
、
地
域
集
会
所
的
な
施

設
に
つ
い
て
は
、
移
譲
に
よ
る
地
元
管
理
な

　

長
期
的
な
見
通
し
に
基
づ
き
、
市
税
な
ど

の
収
納
率
の
向
上
や
滞
納
処
分
の
強
化
、
広

告
収
入
の
確
保
な
ど
歳
入
の
維
持
確
保
を
図

り
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移

行
や
、
公
共
施
設
の
移
譲
・
廃
止
、
補
助
金

の
適
正
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
事
務

【市民からの意見】

▲

平成２８年以降歳入が大幅に減

少する中で、厳しい経営を行わ

なければならない。今から「無

駄を徹底的に排除する」という

理念を大綱に盛り込み、努力を

していくことが必要。

▲

職員の資質向上のため、役職ごとに
集合研修を行っている。

地域主権時代を担う人材育成と組織改革 行動計画①

人材育成と行
政経営の実施
職員の意識改革は進んでいるものの、まだ
まだ改善の余地あり。地域主権改革に対応
できる人材の育成と行政経営を行う。

年度 Ｃ以上の割合

Ｈ２３

９５㌫以上

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

計画期間の基本目標値

ＡからＥの５段階で評価
する組織目標で、上位の
Ａ、Ｂ、Ｃ評価の合計割
合９５㌫以上を目指す

【基本目標】　９５％以上　

持続可能な財政構造の確立 行動計画②

歳入の維持確
保と歳出抑制
財政の見通しは、平成２７年度から厳しく
なる見込み。公共性を維持しながら効率性
を高めつつ、歳出を抑制する。

年度 財政規模

Ｈ２３ ２８１億円

Ｈ２４ ２８４億円

Ｈ２５ ２８９億円

Ｈ２６ ２９９億円

Ｈ２７ ２４５億円

計画期間の基本目標値

一般会計の当初予算規模
の他、年度末市債残高と
実質公債比率、経常収支
比率も数値で目標管理

【基本目標】　２４５億円　

▲バランスの取れた経営には財政を比較分析することも重要

※１マネジメント＝一般的には、「経営者、管理者、経営などの管理をすること」を意味する。ここでは、組織の使命や目的を
果たすため、組織に成果をあげさせる機能や機関またはその行為のことを表す。

※
１
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入
か
方
針
を
決
定
し
ま
す
》

●
庁
舎
経
費
の
削
減

●
福
祉
や
商
工
、
文
化
、
体
育
関
連
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

●
保
育
園
へ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

配
食

●
環
境
衛
生
施
設
の
運
営
形
態
の
検
討

●
消
防
施
設
の
在
り
方
の
検
討

●
幼
稚
園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入

０５
事
務
事
業
の
改
革
改
善

●
行
政
評
価
制
度
の
定
着
《
外
部
評
価
を
実

施
し
て
、
行
政
評
価
制
度
の
客
観
性
、
信
頼

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
》

●
効
率
的
で
正
確
な
事
務
処
理
の
実
施

●
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

●
市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の
実
施

●
市
民
課
窓
口
業
務
委
託
化
の
検
討

０６
未
利
用
資
産
の
有
効
活
用

●
市
有
地
の
利
活
用
や
処
分
に
関
す
る
基
本

方
針
の
策
定
《
平
成
２３
年
度
に
市
有
地
の
利

活
用
や
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

し
、未
利
用
資
産
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
》

●
市
営
造
林
の
効
果
的
な
運
用
の
検
討

０７
補
助
金
の
適
正
化

●
補
助
金
の
適
正
化

０８
公
営
企
業
な
ど
の
経
営
健
全
化

●
病
院
の
再
整
備
《
市
民
に
良
質
な
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
老
朽
化

し
た
公
立
２
病
院
の
機
能
分
担
を
検
討
し
、

施
設
の
再
整
備
を
行
い
ま
す
》

●
水
道
事
業
の
分
担
金
の
統
一
《
現
在
２７
万

円
か
ら
５２
万
円
ま
で
、
地
域
に
よ
り
差
が
あ

【
基
本
目
標
】

■
広
報
に
よ
る
市
情
報
の
提
供
の
満
足
度
７０

％
以
上

　

広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
、
各
種

審
議
会
や
委
員
会
の
審
議
情
報
の
公
開
、
事

業
の
計
画
段
階
か
ら
の
市
民
参
加
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
毎
年
度
の
市
民
意
識
調

査
で
「
広
報
に
よ
る
市
情
報
の
提
供
」
の
項

目
で
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
の
合
計
が
７０

㌫
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

０１
情
報
発
信
力
の
充
実

●
広
報
紙
の
充
実

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実

●
行
政
放
送
番
組
と
音
声
放
送
の
充
実

●
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
《
資
料
の
定

義
、
リ
ス
ト
作
成
を
行
い
、
現
在
の
設
置
場

所
か
ら
の
移
転
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
》

０２
市
民
の
声
を
反
映
す
る
施
策
の
充
実

●
各
種
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
の
審
議
情
報

の
公
開
《
会
議
の
公
開
と
会
議
録
や
会
議
資

料
の
公
表
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
》

●
事
業
原
案
か
ら
の
市
民
参
加
方
式
を
実
施

《
市
情
報
共
有
指
針
に
基

づ
き
、
公
募
委
員
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
、
事

業
の
計
画
段
階
原
案
か

ら
市
民
の
意
見
を
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
》

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の

前
提
と
な
る
情
報
が
重
要
で
す
。そ
の
上
で
、

市
民
と
企
業
、
市
役
所
が
互
い
の
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
市
役
所
側
に
偏
っ
て
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
共
有
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
に
、情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

し
に
直
接
関
わ
る
事
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
、
県
の
行
っ
て
い
る
事
務
な
ど
を
受
け
入

れ
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁
者
満
足
度
８０
㌫

以
上　

　

職
員
の
意
識
改
革
や
職
員
研
修
、
接
遇
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
点
検
な
ど
、総
合
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

市
役
所
に
来
庁
す
る
市
民
の
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

満
足
度
の
達
成
状
況
は
、
引
き
続
き
来
庁

者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
毎
年
定

期
的
に
実
施
し
て
確
認
し
ま
す
。

０１
市
民
満
足
度
の
把
握

●
市
民
意
識
（
満

足
度
）
調
査
の
毎

年
実
施
《
市
民
意

識
調
査
を
毎
年
実

施
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

満
足
度
や
重
要
度

を
把
握
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
》

０２
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
庁
舎
環
境
の
改
善
《
待
合
席
の
設
置
や
庁

舎
の
案
内
表
示
板
な
ど
、
庁
舎
の
環
境
を
改

善
し
ま
す
》

●
証
明
窓
口
の
集
約
化

０３
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

●
図
書
館
利
用
環
境
の
充
実
《
公
民
館
図
書

室
の
蔵
書
を
充
実
さ
せ
、
併
せ
て
図
書
館
シ

ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
体
で
図
書
を
共
有
し
、
図
書
館

資
料
の
提
供
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
》

●
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
検
討

０４
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
権
限
移
譲
事
務
の
受
け
入
れ
《
コ
ス
ト
と

サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
旅

券
発
行
事
務
な
ど
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
事
務
の
受
け
入
れ
を
進
め
て

い
き
ま
す
》

る
水
道
事
業
の
新
規
加
入
分
担
金
を
統
一
し

ま
す
》

●
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
統
一
《
現
在
お

よ
そ
１８
万
円
か
ら
４０
万
円
ま
で
地
域
に
よ
り

差
が
あ
る
、
下
水
道
事
業
の
新
規
加
入
負
担

金
を
統
一
し
ま
す
》

●
料
金
収
納
率
の
向
上

●
滞
納
処
分
の
強
化
（
公
営
企
業
）

●
介
護
老
人
保
健
施
設
の
稼
働
率
の
向
上

●
病
床
稼
働
率
の
向
上

●
特
別
会
計
の
複
式
簿
記
化

●
水
道
事
業
の
統
廃
合
と
浄
水
施
設
の
統
合

●
浄
水
場
な
ど
管
理
委
託
と
委
託
の
広
域

化
、
組
織
機
構
の
効
率
化

●
し
尿
処
理
施
設
と
下
水
道
処
理
施
設
の
統

合
と
一
体
的
運
営
の
検
討

●
下
水
道
事
業
の
統
合

●
下
水
道
処
理
区
域
内
の
水
洗
化
率
の
向
上

●
外
郭
団
体
の
経
営
の
健
全
化

０９
選
挙
投
票
区
の
見
直
し

●
投
票
所
の
見
直
し

１０
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
の
公
表

●
長
期
財
政
計
画
の
定
期
的
な
見
直
し
と
公

表
《
毎
年
の
決
算
や
国
の
地
方
財
政
計
画
、

人
口
の
状
況
な
ど
を
反
映
し
、
長
期
財
政
計

画
を
毎
年
見
直
し
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
、
公
表
し
て
い
き
ま
す
》

●
財
務
書
類
の
作
成
と
公
表

１１
市
税
の
在
り
方
の
検
討

●
都
市
計
画
税
の
在
り
方
の
検
討

　

市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ
る
以
上
、

市
民
の
立
場
か
ら
の
目
線
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
来
庁
者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
、
市
民
の
満
足
度
や
重
要
度
を
市
民
意

識
調
査
で
毎
年
計
測
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
来
庁
者
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
市
民
の
暮
ら

【市民からの意見】

▲

図書館の利用環境の充実

について、良いサービスが

あるので、もっと宣伝をし

た方が良い

【市民からの意見】

▲

各振興事務所が橋渡しや

情報発信を積極的に担うの

が良いと思います。

【市民からの意見】

▲

さまざまな行政サービスや公共施
設の運営管理などが、指定管理や民
間委託へ推移していくようです。教
育や医療、福祉などは、公が受け持
つ分野や財源の優先度などを総合的
に判断し、バランスを保って計画し
てください。▲

下水道を整備したのに加入してい
ない人がいます。その分下水道の収
入が減り、利用している人の料金が
上がるか税金の投入につながります。

市民の視点に立った行政サービスの質の向上 行動計画③

行政サービス
の満足を向上
接遇は行政サービスの第一歩。また、庁舎
環境の充実や事務の受け入れなどで市民目
線でサービスの満足度の向上を目指す。

年度 満足度

Ｈ２３

８０㌫以上

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

計画期間の基本目標値

５段階で評価する来庁者
窓口サービスアンケート
で最上位評価の「５満足」
の割合

【基本目標】　８０％以上　

市民との情報共有による市民参画の促進 行動計画④

まちづくりに
向け情報共有
市民や企業との市政への参画を促し、協働
のまちづくりを進めるため、その前提とな
る「情報共有」を推進。

年度 満足度

Ｈ２３ ４２㌫

Ｈ２４ ４９㌫

Ｈ２５ ５６㌫

Ｈ２６ ６３㌫

Ｈ２７ ７０㌫

計画期間の基本目標値

毎年度の市民意識調査で
「広報による市情報の提
供」の項目の満足、やや
満足の割合の合計

【基本目標】　７０％以上　

▲市民の目線で仕事を取り組むことで信頼関係を築いていく
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▲

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
行
や
行
財
政
改
革
に

つ
い
て
、
毎
年
ま
と
め
て
発
行
し
て
い
る
「
恵

那
市
の
経
営
」。
一
般
の
方
に
も
２
０
０
円
で

販
売
し
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て

い
る
。



三田　さん
子育て支援こぎつねくん代表

岩井慶
けい

次
じ

さん（防災士）
恵那市防災研究会代表

解
決
し
て
い
く
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ

き
、　

市
内
１３
地
区
に
設
置
さ
れ
た
地
域
自

治
区
で
も
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら

地
域
の
課
題
を
自
ら
考
え
、
参
加
や
行
動
す

る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
教
育
、
福
祉
、
環
境
な
ど
の
分

野
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
団
体
が
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
分
野
を
越
え
て

連
携
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
「
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
協
会
」
も
組
織
さ
れ
、
さ
ら
な
る
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に

基
づ
き
、
市
民
と
行
政
が
相
互
に
連
携
し
、

共
に
担
い
手
と
な
っ
て
、
協
働
で
新
し
い
自

治
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

■
毎
年
新
た
に
取
り
組
む
協
働
事
業
１０
事
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
協
働
事

業
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
２３
年
度
か
ら
は
、
市
民
提
案
型
協
働

事
業
と
行
政
提
案
型
協
働
事
業
の
新
た
な
取

り
組
み
を
、
１
年
に
１０
事
業
以
上
進
め
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

０１
市
民
活
動
の
推
進

●
市
民
活
動
助
成
事
業
の
充
実
《
市
民
の
主

体
的
な
公
益
活
動
が
進
展
す
る
よ
う
制
度
を

改
善
し
、
市
民
活
動
を
推
進
し
ま
す
》

０２
中
間
支
援
組
織
へ
の
支
援
の
充
実

●
中
間
支
援
組
織
の
育
成
と
機
能
の
充
実
《
ま

　

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
化
に

伴
い
、
市
民
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
る
も

の
は
、
多
様
化
・
高
度
化
し
「
公
共
」
の
守

備
範
囲
は
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
「
地
域
の
課
題
は
地
域
自
ら
考
え
、

■
基
本
的
な
取
り
組
み

　

「
経
営
」
と
「
協
働
」
を
基
本
理
念
と
し

た
行
財
政
改
革
大
綱
の
目
的
を
実
現
す
る
た

め
、
行
財
政
改
革
行
動
計
画
で
定
め
た
五
つ

の
基
本
目
標
と
８７
の
改
革
項
目
に
基
づ
き
目

標
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
進
行
状
況
は「
恵
那
市
の
経
営
」で
公
表

　

５
年
間
の
計
画
期
間
中
、
改
革
項
目
の
目

標
の
達
成
状
況
を
毎
年
確
認
し
「
恵
那
市
の

経
営
」
で
公
表
し
ま
す
。
市
行
財
政
改
革
審

議
会
や
市
議
会
な
ど
に
報
告
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
行
動
計
画
は
前
半
２
年
で
見
直
し

　

計
画
期
間
は
、
恵
那
市
総
合
計
画
に
合
わ

せ
、
平
成
２３
年
度
か
ら
２７
年
度
の
５
年
間
と

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
変
革
の
時
代
に
５
年
先
を

見
通
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
社
会
情

勢
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
動

計
画
の
計
画
期
間
を
前
期
２
年
、
後
期
３
年

に
分
け
、
平
成
２４
年
度
に
は
改
革
項
目
と
目

標
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
進
行
中
の
行
革
に
も
ご
意
見
を

　

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
と
行
動
計
画

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.city
.

en
a.lg

.jp
/

）
や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
市
内
１３
地
域
の
地
域
懇
談
会
や
広
報
直

通
便
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
５９
件
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
は
、
行
財
政
改
革
を
見
直
す
べ
き
も
の

は
見
直
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
、
ぜ
ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ち
づ
く
り
市
民
協
会
な
ど
、
中
間
支
援
組
織

と
小
ま
め
に
連
携
し
、
情
報
の
共
有
を
行
い

な
が
ら
、
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
機
能
が

発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
》

●
市
民
活
動
の
拠
点
整
備

０３
地
域
自
治
活
動
へ
の
支
援

●
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
《
総
合

計
画
地
域
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
地
域

に
よ
る
取
り
組
み
」
と
「
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
」
を
促
進
し
ま
す
》

●
地
域
自
治
区
の
充
実《
市
民
活
動
の
う
ち
、

地
域
自
治
区
内
で
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
団

体
に
対
し
、
各
振
興
事
務
所
を
中
心
に
活
動

の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
地
域
づ
く
り
基

金
か
ら
、
活
動
資
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
》

０４
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
推
進

●
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
換
会
の
開
催

●
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
開
催

　

６
年
目
を
迎
え
る
恵
那
市
防
災
研
究

会
は
「
自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
助
実
践
を
基
本
に
、
広
く
一

般
市
民
や
企
業
を
対
象
に
、
幅
広
い
防

災
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
平
時
の
地
域
防
災
力
の
向
上

や
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
支
援
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
市
の
防
災
情
報
課
と
と

も
に
、
新
た
に
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開

催
。
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
掘
り
起
こ

し
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
、
防

災
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
、
専
門
性
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し

と
行
政
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
る
機
能
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
協
会
の
役
割
は「
新
し
い
公
共
」

の
調
整
役
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

「
子
育
て
支
援
こ
ぎ
つ
ね
く
ん
」
の

主
な
活
動
は
、
母
親
の
社
会
参
加
を
願

っ
て
、
未
就
園
児
の
親
子
の
遊
び
場
の

提
供
や
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
で
す
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
向
け
て
申
請

中
。
申
請
時
に
は
、
市
民
協
会
主
催
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
へ
の
講
習
会
が
役
立
ち

ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
市
民
協
会
を
事
務
局
に
、

市
内
の
子
育
て
支
援
団
体
が
集
ま
る
第

２
回
目
の「
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
予
定
。
小
さ
な
団
体
で
す
が
、

目
的
は
行
政
と
同
じ
で
す
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も

市
民
協
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
協
会
は
、
行

政
と
市
民
の
中
間
組
織
で
あ
り
、
市
民

と
の
協
働
の
「
懸
け
橋
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

交
流
で
、
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
が

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【市民からの意見】

▲

協働のまちづくりで、職員の意識改

革をうたっているが、仕事を丸投げし

て、市民に任せればいいということに

なっては困ります。▲

行財政改革の取り組み、良いことば

かり書かれている。ぜひ有言実行して

ほしい。市民も不満ばかり。市が苦し

いときは職員も市民も裸になってが

んばる必要があります。

公
開
と
見
直
し
で
改
革
を
推
進
す
る

第２次恵那市行財政改革の体系図

めぐみ

「
新
し
い
公
共
」
に
向
け
期
待

市
民
と
の
協
働
の
懸
け
橋

新しい自治の仕組みの確立 行動計画⑤

行政と市民で
「公共」を担う

地域自治区や市まちづくり市民協会を核に、
分野を越えて協働のまちづくりを支援。地
域の特性を生かしながら課題を解決する。

年度 協働事業数

Ｈ２３ １０事業

Ｈ２４ １０事業

Ｈ２５ １０事業

Ｈ２６ １０事業

Ｈ２７ １０事業

計画期間の基本目標値

毎年新たに取り組む市民
提案型協働事業と行政提
案型協働事業の事業数

【基本目標】年１０事業　

市民協会に一言

※２市民協会＝正式名称は恵那市まちづくり市民協会。中間支援組織として市民の自主的・主体的な活動を支援している。

▲地域防災スクールモデル事業では、児童が放水を体験。地域と
消防団、小学校が連携して防災を学んだ。（恵那北小学校で）

※
２
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市
立
恵
那
病
院
で
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
（
花
粉
症
な
ど
）
の

治
療
を
行
う
た
め
、
炭
酸
ガ
ス
レ

ー
ザ
ー
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
に
よ
る
治
療
法
は
、

鼻
の
中
の
粘
膜
部
分
に
直
接
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
し
て
、
表
面
を
焼
く

と
い
う
も
の
。
処
置
後
は
、
粘
膜

が
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
な
状
態
に
な

り
、
一
時
的
に
鼻
炎
な
ど
の
症
状

が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
数
週
間
程
度
で
新
た

な
粘
膜
が
で
き
、
そ
の
後
は
、
花

粉
な
ど
を
吸
い
込
ん
で
も
、
粘
膜

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
鼻
水
や
鼻
づ

ま
り
を
は
じ
め
と
し
た
花
粉
症
の

症
状
を
、
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

処
置
は
外
来
診
療
で
、
３０
分
程

度
で
終
了
。入
院
の
必
要
は
な
く
、

処
置
後
の
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
保
険
診
療
で
行
え
る
た

め
、
費
用
は
３
割
負
担
で
約
６
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
差
も
あ
り
ま
す

の
で
、
全
て
の
方
に
効
果
が
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
お
悩
み
の

方
は
、
一
度
、
受
診
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

市
立
恵
那
病
院
志
２
６
―
２

１
２
１

　

市
立
恵
那
病
院
で
は
、
２
月
か

ら
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
午
後
診
察

を
、
週
２
回
に
拡
大
し
ま
す
。

□
現
在　

毎
週
木
曜
日
・
午
後
２

時
―
３
時
半
（
学
童
の
み
）

□
２
月
以
降　

毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
・
午
後
２
時
―
３
時
半
（
一

般
の
方
も
対
象
）

　
　

市
立
恵
那
病
院
志
２
６
―
２

１
２
１

　

韓
国
で
は
、
１１
月
に
発
生
し
た

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

で
、
１
月
２１
日
ま
で
に
約

２
３
１
万
頭
も
の
牛
や
豚
が
殺
処

分
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
口
蹄
疫
だ
け
で
は
な
く
、
国
内

で
も
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
、
韓
国
や
中
国
な
ど
の
近
隣

諸
国
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
宮
崎
県
の
例
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
家
畜
が
悪
性
伝
染

病
に
感
染
す
る
と
、
畜
産
農
家
は

壊
滅
的
な
損
害
を
被
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

海
外
へ
出
掛
け
る
方
は
、
家
畜

な
ど
に
接
触
し
た
り
、
靴
な
ど
に

土
を
付
着
さ
せ
た
り
し
て
持
ち
帰

る
こ
と
は
、
十
分
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。
病
原
体
を
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
が
、
一
番
の
予
防
で
す
。

　
　

市
畜
産
セ
ン
タ
ー
志
４
３
―

０
２
１
２

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は

申問　：問い合わせ　　：申し込み

　　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
合
わ
せ
、
交
通
遺
児
の
方
に
激

励
金
を
贈
り
ま
す
。
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

□
対
象　

①
５
月
５
日
現
在
、
県

内
に
居
住
し
て
い
る
方　

②
交
通

事
故
で
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共
に

し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
そ
れ
に

代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ
た
方

③
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
か
高

等
学
校
在
学
中
（
高
等
専
門
学
校

３
年
修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を
含

む
）
で
満
２０
歳
未
満
の
方

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
、
父
ま
た
は
母
が
再

婚
し
生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
方
は
除
き
ま
す

□
激
励
金　

▽
乳
幼
児
・
小
学
生

＝
１
万
５
０
０
０
円　

▽
中
学
生

＝
２
万
円　

▽
高
校
生
な
ど
＝
２

万
５
０
０
０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
な
ど
の

就
学
中
（
２０
歳
未
満
）
ま
で
支
給

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪

　
　
　
　

防
災
情
報
課
（
内
線
３

１
６
）

●
総
火
災
件
数　

３６
件

□
内
訳　

▽
建
物
＝
１７
件　

▽
林

野
＝
４
件　

▽
車
両
＝
２
件　

▽

そ
の
他
＝
１３
件

□
地
区
別　

▽
大
井
町
＝
４
件　

▽
長
島
町
＝
３
件　

▽
東
野
＝
２

件　

▽
三
郷
町
＝
２
件　

▽
武
並

町
＝
２
件　

▽
笠
置
町
＝
２
件　

▽
中
野
方
町
＝
０
件　

▽
飯
地
町

＝
１
件　

▽
岩
村
町
＝
４
件　

▽

山
岡
町
＝
１０
件　

▽
明
智
町
＝
２

件　

▽
串
原
＝
１
件　

▽
上
矢
作

町
＝
２
件　

▽
中
央
道
＝
１
件

□
損
害
額
（
暫
定
）　

１
３
５
９
万

４
千
円

　
　

予
防
課
予
防
係
志
２
６
―
０

１
１
９
（
内
線
２
６
２
）

●
総
救
急
件
数　

２
１
１
４
件

□
内
訳　

▽
急
病
＝
１
３
０
８
件

▽
一
般
負
傷
＝
２
７
７
件　

▽
交

通
＝
２
２
８
件　

▽
転
院
搬
送
＝

２
０
８
件　

▽
そ
の
他
＝
９３
件

□
地
区
別　

▽
大
井

町
＝
５
１
７
件　

▽

長
島
町
＝
３
９
３

件　

▽
東
野

＝
６５
件

▽
三
郷
町
＝
７５
件　

▽
武
並
町
＝

１
２
９
件　

▽
笠
置
町
＝
３９
件　

▽
中
野
方
町
＝
３７
件　

▽
飯
地
町

＝
２１
件　

▽
岩
村
町
＝
１
９
６
件

▽
山
岡
町
＝
１
７
４
件　

▽
明
智

町
＝
２
６
２
件　

▽
串
原
＝
５６
件

▽
上
矢
作
町
＝
１
０
９
件　

▽
中

央
道
＝
３０
件　

▽
管
轄
外
＝
１１
件

　
　

消
防
課
救
急
係
志
２
６
―
０

１
１
９
（
内
線
２
３
４
）

　

総
務
省
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」

に
対
す
る
支
援
を
、
現
在
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
支
援
策
の
拡
大
と

し
て
、
対
象
に
「
市
町
村
民
税
非

課
税
世
帯
」
を
加
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
だ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

て
い
な
い
対
象
世
帯
に
、
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
、
無
償
で
給

付
（
配
送
）
し
ま
す
。

　
　

総
務
省
・
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
志
０
５

７
０
―
０
２
３
７
２
４
、（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援
の
問
い
合
わ
せ
志
０
５
７

０
―
０
３
３
８
４
０
）

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
特

産
品
開
発
な
ど
を
進
め
て
き
た
団

体
や
、
こ
れ
か
ら
進
め
よ
う
と
す

る
方
々
が
集
ま
っ
て
、
事
例
発
表

と
講
演
会
、
個
別
相
談
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
２５
日
㈮
午
後
１
時

半
―
５
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
内
容　

▽
特
産
品
開
発
・
販
売

の
事
例
報
告
＝
①
後
藤
妙
子
さ
ん

（
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山

岡
駅
長
）　

②
市
川
雅
美
さ
ん（
ハ

ン
ズ
武
並
）　

▽
講
演
会
＝
演
題

「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
・
特
産
品
開

発
戦
略
」、
講
師
「
田
中
章
雄
さ

ん
（
㈱
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
・

代
表
取
締
役
）」　

▽
個
別
相
談
＝

特
産
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

に
つ
い
て
、
個
別
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法　

当
日
参
加
も

可
能
で
す
が
、
２
月
１８
日
㈮
ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
、
参
加
人
数
と
相
談
内
容
な

ど
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室

（
内
線
３
８
１
）
思
２
５
―
６
１
５

０
死k

ik
ak

u
@

city
.en

a.lg
.jp

　

１２
月
８
日
、
市
と
恵
那
警
察
署

は
「
恵
那
市
が
行
う
事
務
事
業
か

ら
の
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
意

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

県
が
５
月
に
要
綱
を
定
め
て
、

暴
力
団
排
除
の
取
り
組
み
を
、
契

約
な
ど
の
事
務
事
業
に
も
拡
充
。

そ
れ
を
受
け
、
市
の
資
金
が
暴
力

団
に
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

合
意
書
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
合
意
書
に
よ
り
、
法
令
な

ど
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ

か
、
市
長
と
警
察
署
長
が
緊
密
に

連
携
す
る
た
め
の
必
要
な
事
項
を

定
め
、
情
報
交
換
や
支
援
、
協
力

な
ど
の
連
携
が
強
化
で
き
ま
す
。

　
　

財
務
課
管
財
係
（
内
線
３
５

５
）

市
税
の
納
付
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き　

２
月
２０
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
時
間
は
、
午
前
８
時

半
―
午
後
５
時
１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
市
役
所
・

第
二
庁
舎
１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

●
自
分
の
強
み
や
能
力
に
気
づ
く

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

□
と
き　

２
月
１６
日
㈬
午
後
１
時

―
４
時
（
予
定
）

□
と
こ
ろ　

ジ
ン
チ
ャ
レ
！

東
濃

（
多
治
見
駅
前
プ
ラ
ザ
・
テ
ラ
４
階
）

□
講
師　

藤
本
梨
恵
子
さ
ん
（
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

□
対
象　

若
年
求
職
者
１５
人
（
要

予
約
）

□
料
金　

無
料

●
地
元
企
業
と
出
会
お
う
会

□
と
き　

２
月
１９
日
㈯
午
後
１
時

―
４
時
（
予
定
）

□
と
こ
ろ　

ジ
ン
チ
ャ
レ
！

東
濃

□
内
容　

拠
点
が
東
濃
・
中
濃
地

域
の
企
業
５
社
程
度
に
よ
る
合
同

説
明
会
（
ブ
ー
ス
で
参
加
者
と
個

別
で
会
社
説
明
や
面
談
を
実
施
）

□
対
象　

地
元
企
業
で
の
勤
務
を

希
望
す
る
一
般
求
職
者
と
新
卒
学

生
（
３
月
卒
業
予
定
者
）

□
料
金　

無
料

【
共
通
】

　
　
　
　

県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
（
岐
阜
）志
０
５
８
―
２
７

８
―
１
１
４
９
、（
東
濃
）志
０
５

７
２
―
２
５
―
０
０
５
７

□
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の

木
地
内
（
武
並
町
藤
）

□
分
譲
区
画
数　

３８
区
画

□
区
画
面
積　

２
０
６
平
方
㍍
―

２
７
２
平
方
㍍

□
区
画
分
譲
価
格　

３
８
６
万
円

―
５
１
２
万
円

※
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://

ju
k

o
.g

ifu
-d

jr.o
r.jp

/

）
　

を
参
照

　
　

県
住
宅
供
給
公
社
管
理
第
１

課
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
５

１

案
内

案
内

花
粉
症
対
策
の
た
め
の
治

療
器
具
を
導
入

セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
説
明
会

で
求
職
者
を
支
援

特
産
品
開
発
の
研
修
会
を

開
催

交
通
遺
児
へ
激
励
金
を
贈

り
ま
す

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
午
後

診
を
拡
大

口
蹄
疫
な
ど
の
病
原
体
を

持
ち
帰
ら
な
い
よ
う

休
日
納
税
相
談
を
開
催

問

問問

問

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木
で

宅
地
を
分
譲
中

申
・
問

平
成
２２
年
市
内
の
火
災
と

救
急
の
件
数

問

問
地
デ
ジ
視
聴
の
た
め
の
低

所
得
者
支
援
の
拡
大

問

問

紹
介

暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め

の
合
意
書
を
締
結

問 申
・
問

申
・
問

▲締結した合意書を手にする
可知市長と服部署長

▲市立恵那病院の耳鼻いんこう科
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
の
み
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
、
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
公
的
年

金
制
度
で
す
。

　

国
内
在
住
で
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま

で
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で

２０
歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者

と
な
る
方
は
、
市
役
所
や
振
興
事

務
所
の
窓
口
で
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
平

成
２２
年
度

の
保
険
料
額
は
、

月
額
１
万
５
１
０
０
円
で
す
。

　

学
生
で
収
入
が
少
な
い
た
め
に

保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
方
に

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
所
得
が
な

い
学
生
の
本
人
申
請
で
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
学
生
以
外
で
自
営
業
者
の

方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
、
本
人
の
申
請
で
保
険
料
免
除

制
度
や
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
を
し
な
い
ま
ま

で
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、
老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
万
が
一
の
と

き
に
、
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
年
金
係
（
内
線
１
４

４
）

□
職
種　

支
援
員

□
定
員　

若
干
名

□
受
験
資
格　

教
員
免
許
、
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
士
資
格
の
い
ず
れ

か
と
、
普
通
自
動
車
免
許

※
３
月
取
得
予
定
者
も
可

□
勤
務
地　

市
内
の
公
立
小
中
学

校
・
公
立
幼
稚
園

□
勤
務
条
件　

賃
金
（
時
給
１
０

６
７
円
）
雇
用
保
険
に
加
入

□
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
と
資

格
証
の
写
し
を
持
参

□
締
め
切
り　

２
月
２５
日
㈮

□
採
用
日　

４
月
１
日
㈮

　
　
　
　

学
校
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
５
４
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
、
被
保
険
者
を
代

表
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
資
格　

①
市
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と　

②
公
募

に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
市
の
他
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
こ
と

③
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

□
定
員　

２
人

□
任
期　

４
月
１
日
㈮
―
平
成
２５

年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

□
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
市
民
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
市
民
課
か
各
振
興
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.city
.en

a.

lg
.jp

/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪

　
　
　
　

市
民
課
保
険
係
（
内
線

１
４
７
）

「五感で楽しむ広重」
「生誕１６０年記念　
　 郷土の画家　山本芳翠」

　　　　　 ２月２７日㈰まで

　広重の作品の前にじっと立ち止まっていると、さまざまな声

や音、香りまでもが伝わってきます。「五感」を研ぎ澄まし、

作品との対話を楽しんでみませんか。近くでじっくり見ると、

その手触りまでもが感じられるような版画ならではの表現が施

されています。

２月６日㈰、３月６日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料です。
当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください）

　　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重

「絵本手引草」より

　絵本・版本

□
任
期　

４
月
１
日
㈮
―
平
成
２４

年
３
月
３１
日

□
謝
礼　

月
額
３
０
０
０
円
（
支

払
い
は
前
期
と
後
期
の
２
回
）

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
む
。
応
募
者
が

多
数
の
場
合
は
、
住
居
の
場
所
な

ど
に
よ
り
、
水
道
課
で
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

水
道
課（
内
線
１
６
６
）

　

自
分
を
大
切
に
生
き
る
た
め

の
「 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン
」。

表
情
筋
を
鍛
え
、
リ
ン
パ
の
流
れ

を
改
善
す
る
具
体
的
な
実
技
指
導

を
受
け
て
、
表
情
が
豊
か
に
な
り

心
も
ス
ッ
キ
リ
。

　

毎
日
続
け
る
と
、
必
ず
結
果
が

確
認
で
き
る
方
法
を
伝
授
し
ま

す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月
２
日
―
２３
日
（
毎

週
水
曜
日
）
午
後
７
時
―
８
時
半

（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟
・
大

会
議
室

□
講
師　

河
田
と
し
子
さ
ん
（
中

部
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
講
師
）

□
定
員　

３０
人
程
度

□
持
ち
物　

大
き
め
の
手
鏡
、
筆

記
用
具

□
締
め
切
り　

２
月
２５
日
㈮

　
　
　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
４
０
）

　

市
に
は
、
２９
カ
所
の
浄
水
場
が

あ
り
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
質
を

確
保
す
る
た
め
、
水
道
水
の
監
視

と
検
査
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
配
水
池
の
系
統
ご
と
の

各
家
庭
で
、水
道
水
の
色
や
濁
り
、

残
留
塩
素
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

た
だ
く
「
水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象　

水
道
水
の
利
用
者

□
定
員　

▽
大
井
町
、
長
島
町
、

東
野
、
三
郷
町
、
武
並
町
、
笠
置

町
（
河
合
、
毛
呂
窪
を
除
く
）
＝

１８
人　

▽
笠
置
町
河
合
＝
１
人　

▽
笠
置
町
毛
呂
窪
＝
２
人　

▽
中

野
方
町
＝
８
人　

▽
飯
地
町
＝
５

人　

▽
岩
村
町
＝
１０
人　

▽
山
岡

町
＝
１６
人　

▽
明
智
町
＝
１９
人　

▽
串
原
＝
８
人　

▽
上
矢
作
町
＝

５
人

□
内
容　

①
毎
日
１
回
、
水
道
水

の
色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
簡
単

な
測
定
と
記
録　

②
異
常
時
の
通

報
や
水
道
課
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

の
回
答　

③
そ
の
他
、
水
道
に
関

す
る
モ
ニ
タ
ー

　この展覧会では、生誕地明智で

所蔵している地元資料などの展示

とともに、県美術館が所蔵する山

本芳
ほう

翠
すい

の名作で、日本近代洋画の

代表作の「浦島図」や、寄託され

ている「灯を持つ乙女」を展観し

ます。

山本芳翠

「灯を持つ乙女」（県美術館寄託）

「五感で楽しむ広重」

「生誕１６０年記念 郷土の画家 山本芳翠」

案
内

募
集

臨
時
職
員
（
小
中
学
校
と

幼
稚
園
の
支
援
員
）

２０
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

年
金
加
入
の
手
続
き
を

申問　：問い合わせ　　：申し込み

問

国
保
運
営
協
議
会
の
被
保

険
者
代
表
委
員

自
分
の
た
め
の 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン

募
集

水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー

申
・
問

申
・
問

▲水道水の残留塩素を検査

み
ん
な
の
掲
示
板

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
３
月
期
講
座
を

案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

３
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２９
日
（
火
曜
日
）
午
前

９
時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
講
座
】 

□
と
き　

３
月
３
日
、
１７
日
、

３１
日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
登
録

や
ツ
イ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
を
体

験
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

２
月
１０
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
の
前

日
ま
で
。

　

初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
２

月
２１
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
の
可

否
は
、
２
月
２２
日
㈫
以
降
に
連

絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講

座
を
開
催

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問
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感謝と責任をかみしめた

自
か
ら
選
ん
だ
本
を
贈
呈

　

市
で
は
、
読
書
に
親
し
み
、
学

び
を
広
げ
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域

社
会
に
生
か
す「
市
民
三
学
運
動
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
学
び
の
原
点

で
あ
る
読
書
を
進
め
る
た
め
、
絵

本
の
朗
読
や
、
新
成
人
が
自
か
ら

選
ん
だ
１
冊
の
本
を
、
記
念
品
と

し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
の
は
、
俳
優
の
児
玉

清
さ
ん
な
ど
６
人
の
著
名
人
が
推

薦
す
る
２０
冊
と
、
市
が
推
薦
す
る

１
冊
の
本
で
す
。

　

式
典
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

画
像
を
バ
ッ
ク
に
、
絵
本
と
詩
を

朗
読
し
た
女
優
の
相
田
翔
子
さ

ん
。「
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、

乗
り
越
え
る
力
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
」
と
、
新
成
人
へ
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

▼
ま
だ
ま
だ
と
思
っ
て
い
た
成
人
式
を

迎
え
、
と
て
も
時
間
の
流
れ
を
早
く
感

じ
た
。
一
番
に
思
う
こ
と
は
家
族
や
友

達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
。
今
は
大
学
生

で
、
ま
だ
将
来
に
つ
い
て
明
確
に
決
め

て
い
な
い
。
こ
れ
を
節
目
に
、
将
来
に

つ
い
て
真
剣
に
向
き
合
う
。

▼
こ
と
し
か
ら
社
会
人
と
し
て

働
く
。
新
し
い
環
境
や
出
会
い

が
あ
る
と
思
う
。
職
場
へ
の
不

安
も
あ
る
が
、
働
く
中
で
自
分

の
考
え
や
行
動
を
し
っ
か
り
し

た
も
の
に
し
た
い
。
将
来
、
何

が
し
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に

は
何
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の

か
考
え
て
今
ま
で
応
援
し
て
く

れ
た
方
々
に
感
謝
し
頑
張
る
。

▼
私
が
２０
年
間
で
、
家
族
や
友

人
、
恩
師
、
地
域
の
方
々
か
ら

学
ん
で
き
た
こ
と
を
大
切
に

し
、
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

▼
成
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
心
掛

け
る
。

▼
成
人
式
を
迎
え
、
改
め
て
大

人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の

だ
と
感
じ
た
。
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
出
発
す
る
前
に
、
こ

こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
や

支
え
て
く
れ
た
友
人
、
正
し
い

道
を
示
し
て
く
れ
た
先
生
に
感

謝
し
た
い
。

▼
成
人
式
と
い
う
大
き
な
節
目
ま
で
来

れ
た
の
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
な
く
恩

師
や
家
族
、
友
人
、
地
域
の
方
々
な
ど

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
こ
と
し
か
ら

社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、
感
謝

し
た
い
。

二十歳

　の決意

　

今
ま
で
に
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
と
き
の
こ

と
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
私
が
あ
る
。
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
生
き
て

き
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

２０
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

時
間
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

決
し
て
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
後

悔
し
な
い
よ
う
、
今
を
楽
し
ん
で
精
一

杯
生
き
ま
す
。
今
度
は
、
私
が
誰
か
を

支
え
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
。

　

決
し
て
、
一
人
で
は
な
い
こ
と
を
心

に
留
め
、
周
り
の
人
々
に
感
謝
し
、
夢

に
向
い
進
み
た
い
。

　

成
人
式
は
、
今
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
見
つ

め
直
し
た
り
す
る
、
良
い
機
会
で
す
。

　

２０
年
間
を
振
り
返
る
と
、
人
と
し
て

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

た
く
さ
ん
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
社
会
に
出
て
も
、
学
ぶ
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
学
ん
で
き
た
こ
と
を
大
切
に

し
、
伝
え
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
。

　

成
人
に
な
る
ま
で
、
健
康
を
気
遣

い
、
温
か
く
見
守
り
育
て
て
く
れ
た
両

親
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一堂に会した成人式
　恵那文化センターで、１月９日、平成２３年市成

人式が行われました。男性２９２人と女性２９６人、合

計５８８人の新成人のうち５１５人が出席。新成人は合

併後、同じ市内の中学生として、さまざまな機会に

交流した最初の世代（平成１７年度に中学校を卒業し

た生徒）。ことし成人を迎え、一堂に会して新たな

門出を祝いました。

□問い合わせ　社会教育課志４３-２１１２（内線３４１）

私が、誰かを支える
大人に

学んだことを伝える
大人に

▲「二十歳の２０冊＋１冊」として、自身が選

んだ本を、受付時に新成人へ贈呈

 

▲

相田翔子さんが「ヤクーバとライオンⅠ勇気」

「Ⅱ信頼」（講談社出版、ティエリーデデゥー作、

柳田邦男訳）と詩集「世界は一冊の本」（みすず

書房出版、長田弘作）の一遍の朗読を披露

小
こ

薗
その

井
い

 ゆず さん（長島町）

▲初の統一会場になった恵那文化センターで友人らと記念撮影を楽しむ新成人

近藤 佑
ゆう

亮
すけ

 さん（大井町）

▲ことしの成人式を企画、運営した１７人の実行委員。統一開催に向け１０月から準備を行って来た

広報えな 14
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　第４０回日本農業賞の県代表に選ばれた三郷米
べい

麦
ばく

採
さい

種
しゅ

生産組合（組合長・小林敦朗さん）が、１２月１０日、市

へ選出を報告。県内で生産された水稲の約４割、県産コ

シヒカリの約９割が同組合の種子を使用しています。

　地域の伝統芸能の伝承を、学校の学習に取り入れ「温

故知新」として活動している岩邑中学校が、第１７回岐

阜長良川ユネスコ協会奨励賞を受賞。その奨励賞の授与

式が、１２月１５日、同校の校長室で行われました。

　１２月８日、武並小学校５年生３４人が「恵那みそ」作

りに挑戦。恵那みその製造販売を行っている（農）むつ

みマニュファクトリーの社員の指導で、みそを仕込みま

した。１年間寝かせ、来年度の調理実習で使用します。

　飯地町テント村に昔ながらの炭焼き窯が完成し、１２

月１２日に火入れ式を開催。飯地の知恵袋ともいわれる

方々が指導し、延べ約５０人が２週間ほどを費やし、幅２．

５㍍、奥行き３．５㍍の窯を作り上げました。

　

平
成
２３
年
市
消
防
出
初
式
が
、
１
月
８
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
と
し
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た
出
初
め
式
。
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
式
典
に
引
き
続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅

前
の
中
央
通
り
で
は
分
列
行
進
や
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り

が
、
多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１０
基
の
演
技
が
行
わ
れ
た
勇
壮
な
ト
ビ
は
し
ご
登
り
。

は
し
ご
の
登
り
手
の
「
は
い
」
の
掛
け
声
と
持
ち
手
の
「
や

あ
」
の
掛
け
声
で
、
は
し
ご
登
り
の
技
が
決
ま
る
た
び
、

大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
上
り
ま
し
た
。

武並小学校でみそ作りに挑戦

昔ながらの炭焼き窯が飯地町に完成

三郷米麦採種生産組合が県代表に

岩邑中が長良川ユネスコ協会奨励賞を 勇
壮
な
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
に
歓
声

山岡町

市川 隆
たか

永
なが

くん

毎
日
か
わ
い
い
笑
顔
で
み

ん
な
メ
ロ
メ
ロ
♡
こ
れ
か

ら
も
素
敵
な
笑
顔
で
ね
♪

孝
さ
ん
・
寛
子
さ
ん

　３月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、２月１５日㈫までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

２月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

笠置町

吉田 詩
し

音
おん

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
。
家
族

み
ん
な
が
詩
音
の
笑
顔
に

癒
さ
れ
て
る
よ
。

亨
さ
ん
・
香
織
さ
ん

東野

五月女 瑞
みず

季
き

ちゃん

み
ん
な
に
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
育
っ
て
ね
。

和
広
さ
ん
・
有
子
さ
ん

明智町

小木曽 琉
る

貴
き

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
錘

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
。

公
土
門
さ
ん
・
沙
耶
佳
さ
ん

大井町

伊藤 音
のん

乃
の

ちゃん

祝
１
歳
♡
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
音

乃
は
み
ん
な
の
宝
物
だ
よ

豊
さ
ん
・
京
子
さ
ん

大井町

松下 優
ゆ

奈
な

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♥
元
気

で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね

☆

忠
義
さ
ん
・
晶
子
さ
ん

大井町

田中 優
ゆ

月
づき

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
錘
明
る

く
、
優
し
く
、
た
く
ま
し

く
。
元
気
に
育
っ
て
ね
。

義
之
さ
ん
・
ゆ
か
り
さ
ん

明智町

杉浦 悠
ゆ

月
づき

くん

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
か
わ
い

い
悠
月
♡
そ
の
笑
顔
を
い

つ
ま
で
も
見
せ
て
ね
。

淳
平
さ
ん
・
禎
子
さ
ん

長島町

小木曽 虎
こ

太
た

朗
ろう

くん

虎
太
朗
１
歳
お
め
で
と
☆

で
っ
か
い
男
に
な
る
ん
だ

よ
。

聖
さ
ん
・
郁
恵
さ
ん

長島町

林 虎
と

良
ら

くん

祝
！
１
歳
♡
み
ん
な
を
笑

顔
に
し
て
く
れ
る
虎
良
く

ん
元
気
に
育
っ
て
ね
。

智
道
さ
ん
・
真
奈
美
さ
ん

明智町

鬼丸 莉
りの

歩
あ

ちゃん

☆
祝
１
歳
☆
い
つ
も
笑
顔

で
、
優
し
い
子
に
育
っ
て

ね
♡

泰
幸
さ
ん
・
友
理
さ
ん

東野

古山 可
か

恋
れん

ちゃん

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
☆

可
恋
♡
大
人
に
な
っ
た
ら

か
わ
い
い
恋
を
し
て
ね
♡

稔
晃
さ
ん
・
樹
里
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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長
島
町
正
家

永な
が

谷や 

雅ま
さ

美み

さ
ん　

３２
歳

　

厚
生
労
働
省
と
日
本
歯
科
医
師
会
が
主

催
す
る
「
第
５９
回
母
と
子
の
よ
い
歯
コ
ン

ク
ー
ル
」
全
国
大
会
で
、
最
上
位
の
賞
で

あ
る
優
秀
者
に
選
ば
れ
た
永
谷
雅
美
さ
ん

と
美み

優ゆ
う

ち
ゃ
ん
（
４
歳
）。
母
子
の
虫
歯

の
有
無
や
歯
並
び
、
歯
肉
の
状
態
な
ど
の

審
査
を
経
て
、
全
国
の
代
表
か
ら
優
秀
者

６
組
の
う
ち
の
１
組
に
選
ば
れ
た
。

　

市
内
か
ら
選
ば
れ
る
の
は
２３
年
ぶ
り
。

永
谷
さ
ん
親
子
は
、
市
内
の
３
歳
児
健
診

の
受
診
者
の
中
か
ら
、
母
と
子
の
虫
歯
の

少
な
い
親
子
５
組
に
選
出
。
恵
那
保
健
所

管
内
の
代
表
に
な
り
、
県
内
１
万
７
千
３

４
９
組
の
代
表
に
な
っ
た
。

　

「
乳
歯
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
虫
歯
だ

ら
け
だ
っ
た
」
と
話
す
雅
美
さ
ん
。
自
身

も
歯
の
治
療
で
痛
い
思
い
を
し
た
り
、
好

き
な
お
菓
子
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
し

て
泣
い
て
い
た
。一
番
悲
し
か
っ
た
の
は
、

虫
歯
だ
ら
け
の
歯
が
恥
ず
か
し
く
、
友
達

の
前
で
大
き
な
口
を
開
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
。「
永
久
歯
に
生
え
替
わ
り
、
き
れ

い
な
白
い
歯
を
見
る
た
び
に
う
れ
し
く
て

何
度
も
鏡
を
見
て
い
た
」
と
当
時
を
思
い

出
す
。「
も
う
虫
歯
は
作
ら
な
い
。
歯
を

大
切
に
し
よ
う
」
と
日
々
、歯
を
磨
い
た
。

　

子
ど
も
が
、
自
分
と
同
じ
思
い
を
し
な

い
よ
う
、
夜
の
仕
上
げ
磨
き
だ
け
は
欠
か

さ
な
い
。
１
歳
６
カ
月
健
診
で
仕
上
げ
磨

き
を
す
る
よ
う
に
指
導
を
受
け
、
忠
実
に

行
っ
て
き
た
。市
の
歯
み
が
き
教
室
に
は
、

定
期
的
に
参
加
し
た
。
自
身
の
仕
上
げ
磨

き
の
チ
ェ
ッ
ク
に
も
な
っ
た
。
回
を
重
ね

る
ご
と
に
上
達
。
今
で
は
「
ほ
ぼ
満
点
だ

ね
」
と
褒
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
家

族
み
ん
な
で
喜
ん
だ
。「
正
直
び
っ
く
り

し
た
。
健
康
な
歯
を
く
れ
た
自
身
の
両
親

に
感
謝
し
て
い
る
」
と
言
う
。
今
は
、
き

れ
い
な
歯
を
保
つ
こ
と
に
少
し
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
る
。

　

雅
美
さ
ん
は
、
看
護
師
を
し
て
い
る
の

で
夜
勤
も
あ
る
。「
夫
や
義
母
が
一
生
懸

命
や
っ
て
く
れ
た
。
み
ん
な
の
協
力
で
娘

の
歯
は
健
康
」
と
家
族
の
協
力
に
感
謝
す

る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
を
磨
き
、

親
子
で
８

※

０
２
０
運
動
を
頑
張
り
た
い
。

歯
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
者

仕
上
げ
磨
き
を
欠
か
さ
な
い

　「絆と謙虚さ」をテーマに、和太鼓奏者の加藤拓三さ

ん（大井町）が、１月１４日、城ヶ丘保育園で演奏会を

開催。園児たちは、加藤さんに「太鼓のたくちゃん」と

声援を送り、太鼓や笛などの演奏を楽しみました。

　岩村町の岩邑知新の会（代表・宮沢博光さん）が１２

月２５日、明知鉄道の極楽駅にお地蔵様を寄贈。「幸せ地

蔵」と命名し、除幕式では、微笑ましい顔で心を和ませ

てくれるお地蔵様の設置を、みんなで喜びました。

　１２月１７日、岐阜大学医学部付属病院所属の県ドク

ターヘリと市立恵那病院、市消防本部が患者の搬送訓練

を合同で実施。救急隊とヘリ医療チームとの連携要領や

一連の手順を確認し、２月からの就航に備えました。

　長島小学校６年生８４人が、１月１９日、らせん式ピコ

水力発電機のらせん部の組み立てと点灯式を実施。児童

らは、ペットボトルのキャップを再生利用した羽根を塩

ビ管の軸に取り付け、らせんを６基組み立てました。

　１月１日午前０時、明智町で大正百年の幕開けを飾る

大正百年オープニングセレモニーが開催。記念すべきセ

レモニーを一目見ようと、大正村市街地内には多くの見

物客が訪れ、花火やイルミネーションを楽しみました。

　長島町の大崎横断歩道橋が完成し、１２月２４日、渡り

初め式が行われました。テープカットの後、長島小学校

の児童を先頭に、渡り初めが行われ、通学路でもある新

しい歩道橋を、うれしそうに渡っていました。

大崎横断歩道橋を児童らが渡り初め ドクターヘリの搬送訓練を実施

大正百年の幕開けを飾ったセレモニー 極楽駅に「幸せ地蔵」がお目見え

長島小でピコ水力発電機を組み立て 太鼓のたくちゃんの演奏を楽しんだ

７６

※８０２０運動＝１９８９年（平成元年）に厚生省（現厚生労働省）が提唱。「８０歳になっても２０本以上自分の歯を持ち続け、お
いしい物を食べて、楽しい生活を送ろう」という願いを込めた運動



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　山岡町田代地内の小
お

里
り

川
がわ

ダム湖畔で、２００４（平成１６）

年に営業を開始した道の駅。この駅のシンボルである直

径２４㍍の巨大水車は、完成当時、木造水車として日本

一の大きさを誇った。かつて陶土の製造に使われた水車

を復元したもので、水の音・木の温もり・水車風景の安

らぎなど、ダイナミックかつ癒やしの空間を提供。また、

巨大水車の他のランドマークとして、小里川ダム水没地

域の歴史を象徴する石造アーチ橋の「與
よ

運
うん

橋
ばし

」と発電機を

移築して展示している。この施設は、地域の農産物や各

種特産品をＰＲしながら

販売を行う地域活性化

の拠点であり、地元で育

てた新鮮な野菜や、手作

り品を求めて訪れる都

市部の人々との交流の場

となっている。

４１

４２

▲小里川ダム（航空写真）

▲道の駅「おばあちゃん市・山岡」

ダム内部には見学設備が整備されていて、

エレベーターによりダム中央のバルコニー

での眺望が楽しめる。ここの発電所の発電

設備は、落差の変動が大きな箇所でも有効

な、可変速誘導発電システムを世界で初め

て採用している。

小里川ダム 庄内川（土岐川）流域を守る多目的ダム

おばあちゃん市・山岡 巨大な木造水車がある道の駅

広報えなNo.１４４
２０１１年（平成２３年）
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.３円（税込み）です。

駅名に使用されている「おばあちゃん市」は、

旧山岡町で高齢者の生きがいの場づくりと

して始まった「市
いち

」の名称。昨年、来駅者が

３００万人を達成し、１１月に記念セレモニー

が開催された。 ▲與運橋（通称めがね橋）。ダム建設
で水没してしまうことから、２００３
（平成１５）年に移築された。

▲曲線をデザインに取り入
れた洪水吐導流壁

　山岡町の瑞浪市境にあるダム。庄内川（土岐川）の相次

ぐ水害から生命や財産を守る目的で、２００４（平成１６）年

に完成した。このダムは国土交通省が直轄管理しており、

東濃地域から尾張地域の水害を軽減するほか、

河川環境の保全と放流水を利用した

発電を目的とした多目的ダム。高さ

１１４㍍の重力式コンクリートダムで、

直線的なデザインの中に、洪水吐導

流壁の構造を半円形として曲線を印

象づけている点が特徴。建設時の掘

削面は緑化などにより、周辺の自然

林とマッチした景観も創出。ダムに

より形成された「おりがわ湖」のほと

りには、水車と新鮮野菜で有名な道

の駅「おばあちゃん市・山岡」があ

る。

次号は２月１５日号
　発行日は２月１５日㈫です


